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ThesusCeptibiliesofthecommonhouse8ieS

(Musca_-domesIL'caL_･)whichweretirささdedthムse

adultstagewithvariouskindsofbaitsib･knock

doIYneLfcctoflO%9,1･'TDDT powderwere

testcdbythe.S如1ingdustapparatus.Th占Aies

breededlVithgoatandcow milkvとry insus･

ecptibletoknockdowneffectofDDT,andalso

the凡iesbreededwithpasteofwheat点Ourshow

con'siderableinsllSeePt坤ity;･TheoやipositioI卜ヽ1.A
rateofthese凸ieslVerehigherthanthatof
theother凸ies.

OntheRelationBetween Treating Qtlant)'ty of_DDT Powderand its-Enock

IiownEffecttoAdtlltso.itlleCommonEotl岳efly(MzLSeadomcsL''cL7L.).Studieson

theZh'olog''cal･Assayoflnsectic-ideS.XXV'lI･SumioNA-GA芦AIVA.(TakciLabora-

tory,Institut-eforChemicalResearch,KyotoUniversity.Yak.ltSuki,Ohsaka).Recei'ved

Jュn.30,1953.Bo.'ytL-KagahlL18.2･3-33.1953.(withEnglishrisum6,32.)

8.I i)DT 粉剤Z)イエ'ヾエD成虫 を落下仰手玉せしめる効 力と処理甫丑 とD関係 についヽ

て｡r殺虫剤の生物試頓にかんする研究.第27朝. 長沢細大 (京都大tlL:化学研究折 穴居 ●

抑東笠)28.1.30.受理

Ⅰ. 緒 言

殺虫設宙創粉誰を一定の圧力で)If.LLSL.降-fJする粉

体粒子を∴被貌埋 嘩 隼 は金津 雷狙 こ沈苛せしめて

その冠性を均をする方法のひとつとして,撒粉蹄下装

放 くsetilinitowerまたは settlingdustappara-

きに箪者(12,も DDT 粉剤の挽定をFl的た camp-:
I;e'li(1わあturntable装冠のh･ラスシリンダーをとり

ほづしてそあま こゝれを試験容器とし なかでイ土,,'

ェの成虫が DDTLの被斜こよって落下仰云する遅速

を有効空判定の指招とし七記録をと!),統誰 地 割勺

見地から分析検討 した翻 !.この方法が DDT 粉剤

ゐ生勉学的挽ra法としてきわめて満足L与るものであ

るという結論なえた｡さらに珊者は,こ､の装把が γ-

BiICや■α-dl-1,an.S-allet叫 n の粉剤の険凪 こも適

mLうろことを稚L'た.叫 14).今回ここにのべようと

するところは.この装記を虻田するにあたって処望す

る r)T)T 粉剤の多少と,･この絞詔書手芸召してイ工,(●
ェが.軒F仲.'gl･る迎選との国男をしろうとしておこな

った･iZ:故の馴 ミで,前招詞技統計生哩学力の鬼伽 ､ら

分析し,それよ()木刀換装LLimの実寸相 応を宗論じたもの

である｡

木文にはいるにさきだら突放の助力と故地の計M.に

尽力せられた柴凹紗mT･矧 こ孜越の'Al忠を炎する次第

である｡なお担体はLTT咋鉱化工ftX:株式会社の揮恵によ-rI
E)入=7･し また研究化の一部は文部'G科学研究符の助

成にfiっている｡虚P;記して謝意を炎 したい｡

lI.臭 駿 材 料

(lJ 供試粟臥 位和した 3'･L･'-DDT(mp.107

-10SOC)粉剤1.も 群馬県甘基部妖糊付重出のタルク

を担体とする5%のものをもちいた｡'粉剤の調矧 まま

ずqr要丑の ク,L･'-DDTを精製 した benzolに充分.I
とか し,これに Tyle'rあ増刊E325mc主hを泣過 し

たタルクを研取証投入し.買悦 において benzolを相
関せしめたあら.ふたたび眉押して 325mと貞hの筋

を完全に速過せ しめる肺肝見合法(cb左iingm誠 od)

1̀3'によった｡細目ほ しでもちいたダルクは,:前記映

畑村に申し:て托胤 栃木県部須郡毎那須慮町斬在の国

嘩卿ヒエ業抹式会旺工 裏において粉砕桔撃やられ;風
綜法によって分加された超徽粉わ部分 (STAA)を.

なおさらに筆者が実扱者において --Tyler の庶準諦

321)mesh をもろて措還したものLc･ある｡同社の資

W IOJによって1,2の洩'Etをしろせば,色相白色 95
I

凪 水分 0.05%,PHケ.h .4,見批 ヒ3E0.42で;

化学分析の結果は約1炎のごとくである｡

(2) 供託昆丸 木実謝 こもちいたイ工,,;ェiiusca

由
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TableI.Ther.esultofchemicalanalysis

of'Akihata-Talcqusedforcarrl'erofloxI

♪,p,-DDTpo､yder(KunimineK6kaK6gyo
Co.LAtd.)(I,0)

.Substance l %

SiQg
A1203

Fe203

MgO

Ig.loss

55.50

7.42

0.63

30.15

~2.40

dPmestlcaL･は.-数年来当研究室で累代飼育をつづ

けて今日にい長った,形態学的!三も生理学的にもほi

一様り遺伝的性質を宿す争ものとみなしえらJtる帝初

男で,羽化筏4乃至5日目の体躯のそろった健全なる

個体をえらんで もちい た｡大丑飼育の方法は以前

Feet-Grady法において校旗の飼育法阜されていた

GradンL81の屈糞培基の方法に堆接 した｡その大賀はー

さきlF長沢 ･抜E;'m ･がし-るしたとこ･ろとおなじであ-

るo

_IIII. 臭験装置と方法 '

突放抜放方準とも,また長沢 ･高野 1̀2'によってし

ろされたところと大柳 Sなじで処理する薬剤の丑のみ

25,50,10仇200および 4001tigの5段･'lBに分けて実験

した｡

.エV.衰 験 結 A.

処理滋放くQ)を5段階にわけて突放したときの地

理時間 (T)と,致落下仲宿出払率 (Ŷ ･) との琴拓

を表示すると筋2式のごとくである｡なおこの実験は

昭和26年1月29日温皮約 20つC,にたもたれた宅温

室において串こなった｡ ●

Table2.Time'T(-min･)-percentknock
downYK tableofadultsofthecomtTlOn
houseLIy(MuscadomesticaL･)forthe5%

.L,lt'l-DDT powdcr' in･various treated ､､
quantityQ (mg).

V二DbT占軽軽に基因するイエ''･ェの中華経過
イエバェが I)DT の被詔によってしめナ外部可視

の中芯症状は,I.温妊'&皮などの諸要因に左右されて,

一定症状の発現までにはある程度の時間的長短はある

那,ほi:r一様の超過をしめL pyrethrins, BHC,

paratlhionsなどによる中東琴過とは概観して明瞭に

ことなった降伏-の移行状態が硯解されるoJすなわち

被毒後正常の渉行い静止,由掃劉作などをおこなう丁

定の潜在期間をへると,まづすみやかな渉行乃至百日

的飛邦の形でしめさiL731-種の典懲状態にはいる｡は

じめのうちはすぐに正常の状掛 こもどるが.次筋に連､

続的の興奮状態をしめし;やがて部分的麻樺の形に移

行する｡駿机 肢砺肉の繁弘 とくに後味の直立歩行

槻誰が消失して郷繁に転倒 し,飛邦をおこなってもす

ぐに落下仰宿してついに正位の状態にたちいたること

ができ長くなる｡すなわち knodくdムwnの現象で,

体位の平街を失った状態である｡YeaEer皮Munson

･】7,は ､aperpla_nentloss-Ofequilibriumを巌跡こ

-しめした蹄をもって元位の状態と knoc牢do､vnとの

限界とかんがえている｡このknockdownの現象が発

現するまでの時間は毒物の柾痴 こよl)長短があり.ま ･

/た同一造物でも併用副剤の泣蜘 こよってかなり左右･さ

汰,一級 こその遅速をきめることは関節であり,また.▲

位跡 こknockdownb現象があらわれてから柾堕喝
体仰府までの時臥 すなわち致落下仲原能率の大小も

_また琵物中位軌と･よL)ことなっている｡落下仰伝授は.

次敬に連動が怒性にな9,ときおL)口吻を伸縮 し.雌

にあっては珪卵管を詔出する｡やがて姐の蚊劫19講三脚

の屈仲尾撃にいたり,改定状態では不動のままに_試る｡

脚?屈伸蛙軌も ･概 して伸展状態においておこなわれ一

体仙 こ固曲することがすくない｡この不卿麻坪の段桁

ノは外部刺戟にたいして反LIBlする不完全麻痔の状態から,､
まったく反応をしめさない完全麻梯すなわち晩婚の状

態に移行するが,佼死はやがて完全なる妃の終.i.'Aに何

滴 する｡以上は･Croziereta.1･(6･b:言 thylalcohol

の被苛によるーD,oiObhila の申冠題過をしろしたそ

れにおよそ一致 しているがただ明らかな妃への揺移点～
として伸びた脚を突然Bjj3曲して体mlJにひきつけること

を主張しているが,イチバェにおいてこれを把屯する

ことは凶欝であった.一方 Yeager&MunsoI}(171は,

槻奴的刺戟にたいしてなんらの反応を_しめさないとき

をもって磁呈削こ柁とかんがえ,PDTの被詔に･よって′
イ工..･ェおよび3･車7'リが knoekdawnにおちいE7,

/やがて死にいたるまでの時間的題過を統計生哩学的の

方法により,詳細に研究 している｡

なおここで DウT の被志によって落下仰威した個

体は,数時間笈には一様に死滅し 鼠生するものはみ-㌔

られなかった｡それゆえ致落下仰雇の効力を もっ て

ノ

■
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DDT粉剤の有効圧評価の指把としても,ほとんどあ

やまりないものとかんがえられる｡なおきた今回苅者

が担体としてもJ'いた鉄柵ダルクのみでは,数時nlほ

ったく落下仰伝するものはなかった｡.

VI.考痕と持論

(1).時間一致落下仰較虫敷率等処理粟JL(T-YA･)q'

曲乱 致死時間によってあらわされる生物体の抵抗性

ド,時間の対数にたいして正親に分布するという但説

は｢かなりやろい範田において現在ナでl辛みとめられ

ているところであるo致落下仲居時間をもってナ卑イ

主バェり場合にも同様tの対数の法則が成立すること

は,すでに,誰者(1ト叫 によってしばしば報告された.

本実験結果たもまたこの法則が当然迅FTJされうろこと

を予測 して,まづ約23:･の時間 Tを対数 t:致落下

仲宿虫歎率 YKを･131is-S'1'の p.robitykに変換 し

て.､両者?陶係を回将方程式

yh-5+bql(i-7g)

にもとめ,あわせて.これにたいする が 釈放をおこな

った結果をしめすと節3寂のごとくである｡ここでiq_

は中央値で,致落下仲宿虫改革分布曲班あそこドの伯

の対数.その逆対数佑 TC-log-ll-1は中央致落下伸一

轄時間, blは致落下仰転能率すなわちもとむる回府

税の角係数Lc･,その逆数 1/bq-qq は変換された抵抗

性の正親分nr鹿 の控坪…偏差である｡な寧ここで時間

丁致許下仰吃虫敷革回府税の計罫は,~実験詑艮結果の l

性質から元来は時間一反応率珂慌悦の計井方法O)によ

らなければならないが,後述する時間･致落下仰転虫`

放率,処理粟立三者の関係をもとあ る際必要な数倍

をFfJ志しておく田係から.便宜的に希観測時毎にこと

なった同数の昆虫をつかって実験をおこなったものと

仮治して,東忠一反応率固燭緑の訂質方法0'を適Ff]し

た｡炭肺 には正しい方法とはいいえない.約3式にお

ける が 討既の結果がしめすように.一次変換の仮説

の1糟 が可能であZJ.なお第1回はこの関係を図表し

たものである｡なおまた bqは大体勉廃業珪 Q とは

無関係にはk･一定の位をしめしく平均b9-4･85245),5

Table3･Chara乍teristicsquantityofthe
intherangeoftreatedof5,0.'L,,I)'-DDT

丁

.
6

1
6

一

TL.q
u弓

l

t･).
d
1
71
邑

息

m

ィ . GJ'rHAJmJ札 12 18

7 .:.6 ? 貢ぎ二男

Tb h hraTithtb.I

′Fig.i.Time-kT】OCkdownregressioniso-

qtlantumSinthe_rangeoftreated･quantity
of5%タ,〟-DDTpowderfrom25to400mg.
Topto'bbttom:400,200,loo,50占Tnd25mg. .

回帰線はたがいた抽出誤差の範囲内で平行関係にある

とみなしてさしつかえないようで,Bliss(2)の方法に.

よってなおくおしくこ･Lの bgの不変性を統計学的に吟･

托した節4表の姑か ;これをよく証明している-. ＼

Table'4･~が tcstofparallelis甲f9raSもries㌔
oftime-knockdo､vn'regression_iso-quatjtumS･
(DegreeoffrccdoTr).n;ゴ1)

Regressibn
line

(写) 時間一致短
下併載虫数率等地理

無量(TIYK)tQ曲線

からもとめた時間一

処理率且等致落下仰

転虫数率 (T-Q)yk

曲掠｡~致落下仰転虫

一数率を刺戟標識とす

る時間の対数 ′と,

処理案畳 Q との関

係は.さきに･♪,♪′-
DDTiAγ-BHCa1-

dZ-traps-allethrin-

粉剤の域か こおいて処理栗丘 Q のかわt)に処理薬剤

′●
time-knockdownregr,esslQniso-ql】･lntumS

po､vderQfrom-2与mgto400mg,andthex2

testforcomptlringobservationsIV･ithth早COmputedcurve. ′

･一之7
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の め 旺 C を と.っ て .r幸 者 の 田 係 を 数 式 に も rt め た れ

そ れ が そ り ま ま こ こ に 遠 田 さ れ う る で あ ろ う と か ん が

え ら れ る ｡ す な わ ち O stw よldOで)が G amm a r u s ♪ u l e x

dcq eer に た い す る 海 水 の 致 死 作 用 で え た と こ ろ の

c n 't= h

の 式 で , (n, h は と も tこ常 数 で 節 2,3未にLもした

が 糾 政 に お け る 自 由 度 n および譜者が落下仰転を意

妹するためにもちいて.TL､るhとはととなる),これを

かきなおした

Qnt--JIB

があてはまるものとかんがえで,､(TIYh･)q曲独一次

変換の結果にもとづいて,誤差のもつキもちいさい中

火致措-F仰転虫叡率のえられる場合をえらんで.その

数蛸を細 してみたoその結R･(ま妨5式にしめすごと:

くであるo'ところでBll個に〆ヲ7の上にこの時問の対

数 .Lと匁理薬丑.o対数 qとの関係をブpyl,してみI J

TableS･Thei.elationLetWeenlogtiやet
andlogquantity-oftreated powderqat

･the5op.er centknock dowr)･Computed･
･from (T-YR･)¢line. '

学 欝 ･1 8 ′啓 一- . ･ i

'B と , ら れ ら の 匝 標 を む す ん だ 紋 は 約 2 回 に み ら れ よ-

. う に 瑚 塊 で な く , 若 干 上 に 凹 な る 曲 紋 を え が い て い 草 .

す な わ ち さ き に も と め た 二 次 方 担 式 の 形 を もっ て して

は こ の 他 税 を 満 足 せ Lb る こ と は び づか しい よ うで あ
I

る ｡ ,こ の こ と は さ き の 式 へ さ らに二次 の回 慌項 をい れ

I_た 式 を も と bb . 亨 の和 恵 性 を分 散 分析 法 に よっ て検 定

Regr.e,ssi.one.quation
t+bgq-C2

ori,noriginalunits
Qqi-h̀

Precisionof.par早meter
a2andb2

V(a_;) lJv(b2)

I+0.ユ305751g-I
l･149976I･/

orQO･lSli-14.125

0.00001120.0000OS2

at

香-2.00000

O.0000455

ーQLLJ)tb of bo d pqyJr h 柚 .I

Fig･-2ITherelationbeJいveePlog timeI

Tan° log quantityoftreated powderqat
the50percent､kno申 dolVn.Thc(L-q)gk

-50lineissliぢ■htl_vconcaved･

Table6.･Tableoftheanalysis.Ofvariancefortesting
liheArityofrelationbetweenlogti-meandlogquantityof
treatedpowderforthedata.inTable･5. 1

varia毒 dueto I1.I?reegerde三smoflssqTa,:sflkueairnesIva,raitaa

SinglccurVatdre.frpm-stralghtline,the.quadratictやrm.一声rror, .̀1 0.00010450.0001045 _ll.00000Ⅳ′-3〒.2 0.00001900.00OOO95 1.00000

Table7.The､relationbetweenlog.timeat)dlogquantity

oftreよt'edpowderidtroducingsO-called-thresholdquantity /

allthe50percentknockdown.Computedfl･Om(T-YA･)Qline.

lくcgression.equation

(Q-Qo)Pt=h

Precisionoftheequation

V(b2)IV(Qo) lV(a2)

('9-12.50)0･】07I-'12.335 ,o･00001510･0007422BLo･00005408

28

してみれば納得b.,えられる｡計3T.
によってもとめた二次回田rjiをい

れた方程式は.I

i+0.-2)511163q-0.0301353qf=a

となり,BliJeCl)のしめした分散一ヽ

分析法によって=次回相羽の-JJ'恋
性を換貸 した結果は那 =Jiの亘

くでそ7)分散比は 11.00000とな

ら,､この二次同府取去7f忠ですて

られない｡すなわちごのことは節

?図の曲線は Qnl宗k の形では.

しめしえられず,処理恭生の問班

といわれ うるQoをなかにいれた

.(Q-Qo)"i-h二

の式をもって表示する必嬰のある`

ことをものがた?ている0､-定の

旨ほ 振作をほ.どこして非出した枯

柴は第7衣のごとくである｡ .

,(3)処理菜丘一致落IF仰転虫数

率等時間(QTYh,)T曲乱 坊1肝

I I
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においてえた時間 一致落下仰転虫数率等処理案良くで-
YA･)Q IJt収 の田陳から,さらに処世葦丑一致1消:7仰転

出放ヰこく脚即日(Q-YA･)rrtE.腰が理宗論的にもとめえら

れることは官泌 どうな?'けるOところで妨叩 におい ,

て知皿箔皿はそ･のいi)ゆる閥的Qoを判滋にいTLて

対数をもとめ,これをグラフの榊 伽ことった方が,

時招】の対数にたいしてよl)汀L取'他 をしめナことをしっ

た｡■そこで本節においでは Q-Qo-Q.-12･50-Q′
とおいて,Q'を考窮の韮礎とする｡まづ Q′の対数

q′を横軸にとり,致落下仰由虫数率 YHにたいする

probitykをとって (q'-yh)t回帰晩をえがくと第

3回にしめナような平行直税群がえられる.計井によ

ってもとめたこれらの同情方程式 ､

.yL.-5+bL((q'-盲'E)

.
一
L

か.㍗-tEi･
J
iL
y

一日出

Q dh'lyoFt'elld叩■血r.Qtq

l 200 一｡O

七 一一一一一一｢.

u .I,Al l.7 2,0 23 2JB
-.QLL"iity○ftreLleJpwJeriA)opritJm .I

K邑Jmp血｢一昔tqe,Yk

紬的son..

Fig.3.QutTntitypftreatedpowder､intro-
dudingso-calledthresholdquantity-knock1

-do､vnregressior?isochronsintherangeof
tiT71efrom4Ito16minute主.Toptobottom:
16,12,8,6and4minutes. I

の中大倍 音,'t中央致落下仰荷処理業Hl･Q'-T-log-1盲′L

致落下仲野能率 bL抵抗性の取 摂旧差 o･Lおよび X?

糾政の絹張をしやすと妨8式のごとくである｡ x2討

取におけるP,の位はきわめて大きく,理詰舶勺にもと

めた (q′-3T々)L同宿班より Gaddt)叩く7),Hemming-

帝 18 懲

senく9',zllissd',o′Kaneetql'16'･らによって解明

せられた砂壁一致死鞠U倣一次変換の原理を,･Jそのき

まこの処理系出と致落下仰瞭虫数率の場合に適印して

よいことがわかる｡また bLの位もさきの(I-yk),同

幅鯨における bq と同校,ほぼ-tttjliの位をしめしてい

.て (平均値 bL-0.522･30),mlllm税は枇tl誤差の範囲

内で平行とみなしえられるが.なおくわしくBliss(℡)

の方沈l羊よって統引学的の吟姥をおこ港った結果は第

9次のごとくである｡･

Table9.がtestofparallelis-Tntfora.seriesl
ofquAntityoftreatedpowderirltrOducing

-so-callもd the thresh61d quantity knock
down regTePSion isochrons･ (Degree:Of
freedorも,n=1)

Regressionline- l z 2-

メ(4) 処理男色'-致落下仰転虫教卒蕃時間(Q-Yk),
曲線からもとめた時間一処理粟せ手放落下仰転虫取牢

(T-Q)yK 曲線｡爪3馴こおいてU.i7'n的にもとめら

れた処理業丑一致落下仰増山放率御抑1(Q-YN)2i他
紙の田辞から,さらに時陀ロー処理不比等致終下仰防虫

数率 .(T-Q)Y ･̂llL悦 がもとめられるはずで,これは

また当然約2節の時間 一致諮下仰原虫敷革等処理薬昏

(T-YAP)q曲班の開陳からもとめたくて-Q)yA･曲視と

TableS･CharacteristicsLotth_equantitタoft'reatedpowderin:roducingso-Calledthrと-

S1-oldqヮantitv-knockdownregressionisochronsintheraTlgeOftimeT●from4to16

Tninut占sand-thex2testforcomparingoljscrvtltionslViththecomputedcurve.



＼.

辞′18番` 一､

Q-Qoとおいてその対数 q'をとり' 致死率 Y ?

カナありに落下仰宕虫数率 YN をとってその probit
ykにおきかえれば･,拭る時間 T p対数 LにたいしI
てまったく同様の国肋 ;成立 しなければならないは

づである｡その開拓式は

夕h- (早-bea_q)+bet+bdbd

とかきあらわされ うる｡.'前式同様 b占は各回信税の bE5∴

を綜合した角係数すなわち comb王pedbで.a2. b2

はキもに常数である｡一定の操作をは_どこして (T-

Yx)Q′血税およrぴ, (Q'-YA･)T曲紋から算出 した

logquantityoftreated I 開路式は･妨12表前

し 防 虫 :秤 学

一致するはずである｡この場合もやはり誤差の最小で

ある中欠致落下仲田処理案畳 5 ',をえらんで T,Q′

の関係を計算するとその結果は節10表のごとくであるo

LかLで第2節においてしろしたように Q'-Q一･
Qo〒Q-12.50で あ るか ら, Q'0･10Ji-12.356は◆ ′
(Q⊥12.50)0･10Ji-12.356▲･七なり,さきの(Q-Ŷ･)T∴

Ft服紗 らもと_めたそれと■一致 してい も.-9′OJO4i-/ ′
12.356曲線の直税性にかんする検定は,若干蛇足の

きらいはあるがその結果を講読すると節11表のごとく

である｡

Table10.Therelationbetweenlogtimeand

_powderintroducing so-Calledthresholdqu_antityatthe50percent 半のごとくで両者と

kzlockdown･Computedfrom(Q′-YK)rl享ne'here,Q′--Q-Qo-Q-12･50･

JL+b2?I-92 ･■.42andb2_

一一ふア ト V(ム2) ㍗-(b2)■.

-(Q′-Yb.)rliふe- ノ i+0.1034650q'-1.U918936 O.0013011･_′0;0002602. 0.0000623
-Or､. at

もによく一致 してい

る｡yh-5とおくと

YNQ'-50のときの

時間'-勉理凝血の関

係;すなわち時間 一

処理業血中失政落下

伸度虫数率の関係が

もとめ られ もが.
Q'-Q-Qoである

から.Qo等12.50を

timeand log quantity oftreatedpowderintroducingso-calledthreshbld quantityfor
thedaiainTable10..

computci fro- 仁 v a;lance,a.uleto l fD,ee!d;eoem'

VariaIICe
ratip

(Q'-YA･)rJ

line

A;ctiliner'relati.n
betweenq'andi,the
linear.term -

Singlecurvaturefrom
straightline,the
quadraticterm '
Error

､0.2234293

0.0030093

0.0019470

11476.66753

0.0047766

1.000000q

Total I N′-l≡ヰ I o.2273326.1 1 I

.I (S) 処理染畳,時間,致落下仰鼓虫数率や開床
Bliss(4)は壇度 一致死率等壇乾固愉悦群において,そ

のlTJ係数が抽出誤益の範囲内でひとしいとき,鎮圧.--㌔
F.tiJ'Luおよび致夕E率三者の掛 こは,

ryゴ (5-b̀a.4)+bZ+b.b空X

の式が成立することをのべている｡ここも yは pro-

Lit単坪をもつ7:しめされた致死率, xおよび R は

､それぞれ墳壁および時間の対数をしめし, bふは各泊

庶-致死率等時間回慌晩の b を綜合した角係数で,

a_･, b}はともに常数である｡こ'咽 風土款死重のか

･わE)に致落下仰磨虫数率をもって琴ても成立すること

を,♪,L}'-DDT粉剤,γ-BHC'粉剤の場合について

それぞれ長沢 ･高野(12J･ 長沢(13, が報告した｡前節

までの知見から,泣皮 CのかわE)に処理英丑を Q'_-/-t

aq●.

いれた式にかきあらためると,妨12表後半のごとくで,

妨2および約4節におt:､て (T-YK)qおよび (Q′-

yK)i･わ2曲伽 ､らもとあた式とよく一致 していると

小 える｡これを図示 したのが約4図七あるO釧 紛 析

法によって閑頴式の適合性を政党した結果は第13炎の

ごとくで,terrorにかんする meansquareが,両者

とも 1占であるから 2号分布の衣で検定するtいづ

九もざわめて砺足すづきものである豆 が如 ,石′o ′

(6) 撤粉降下袈置の仰臥 さきに聾者(12)は処理

する ♪,P'二DDT-粉剤の波圧をかえて'-道の実験

をおこない;えられた結芦5'統計生理学的の見地から
分析検討 し この築造が DDT 粉剤の-Lf効変を検定

する方法与して充分の価位をもつものであるごとを枯

斡 したが.RiL珪する菜丑をかえて同校の天険をおこな

L.ー
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Table12.Therelationamon'glogtimet,logquantityoftreatedpolVder'illtrOdudng

so-Calledthresholdqtlant王tyG′andknockdolVnPercentageintermsofprobitsyh.

computedfrom･ L ,hご く5_詑 胃 散 +bob.", l ?aantdytkTeaiion

(T.rŶ･)Q′ line

(Q′-Yx)r･ line.

yh--0.2S674+4.84573i+0.51G99q'

yh- 10.42508+4.96012i:+0.i')2619q'
(Q-ユ2.59)0･103L1-12.332

('Q.-12.50)0･lOGI-12.413

Table_13.Statisticaltestforagrecrr･ent?fdlttiin Table3 and 81Vith･eqllatioコ

yb= (5-bea空)+bcL+bcb;q′bytheahalysisofvariance.

Computedfrom

T
■一一

Varialicedueto
≡qu.T.i,OCH sALeuaan,;

(T-Yh･)C:line

Departurefromarectilinearrelation
behvecn･fandq'.

Decp.amrSu.rn?enftr71mmeC-OkTnh.icnkedd.SIvonpeof
regresslOr!isoquantums･

Verticalscatteroforiginalobserva-
tions about component time-
knockdolVnregressionlSOquantumSJ
theexperizn_entalerror.

N-2-J3

〟-1コ4

S(n)-15

,I

(Q'-YK)rline

Departurefromarectilinearrelation
hetlVeenq'andi.

De去)arturefrom co_mbinedslopeof

OqcukandtoiltYynOrfegtrreesastleOdn
lCpsOo.Tcvpgo:o憲

verticalscatter+oforiginalobserva-

ttt;an.sedabpoouttvdCedrTkPno.ncekPtd.qtuyannf詰y,e票
sionisochrons, theexperimedtal
errOr.

NT2-3

N_1-4

S(n)亡1･=) 0.14567･

った今回の結果からもまた,'未

試験法の冥当性を証明 しえたも

のということがで きる｡ しか

しながら,さきに本菜冠 を も

ちいて γ-BHC 乃至.a-dZ-

Lrans-allethrin の有効 空を検

fjEすることの妥当性を論じた際

にものべたO3.ll) 校に,松経に

構成された物潔エネルギー系で

ある生物路が,エ甥矧UJ粉剤の

様な粗製琵物の被別線作としも

しめす反応現祭は.そloなかに

含有される有効成分のみに1rs対

して発現するものでないことに

牲意 Lなければならない｡あく

まで本装匿の刺切価値は,殺虫

.剤としての有効実の検定であっ

て1有効成分合有丑でなく,又

落下qPL責を有効度判定の指標と

Fig･4･TherehtionbeいすecntimeJndquantit)-,oftreated
powderatther)0T)crcentkr)ockdown:whitecirclesand
lJrokenlinesholVtlleresultcomputedfrom time二knoCk
downregressionisoqtlantums,andblackcirclesandsolid
linesholVtheresultcomplltedfrom･quantity oftreated
powder-knockdolVnrCgJ･CSSionisochrons,theequations
ofthestraightlineinoriginaluんitare(Q-12.53)I0:Ion
Lゴ12.332and(Q-12.53)0･100I-止.413respectively.

ヽ ′ 1 31
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して,泉質東商あ致死効力を庇鋲検重 しようとす畠こ.

ともせた適当でなし､番兵を附記 しなければならない｡

ⅤⅠ.摘 要

壬W -は現在 'DDT･IIHC などの粉剤の有効党の枚

矧 こももいている撒粉降下装冠の任用柾位を;五えに

L しろしたこととiま_羊とならた｣面から放討する目的を

もって,出盛する粉剤の班哩をいくPかえらぶカも り

に,必埋する籾剤の丑をかえて一速あ実験をおこない,

その結架を統計生理学上の見地から分析 Iた｡

.(1) 時間こ致落下仰責中敷率等処理薬包(T-YK)Q'

l ならぴIL二m.論的にもとめた処理業盈:敬落下仲宿虫数

率等時間 (Q-Yh･)Tの閑劇ま,両者とも Bliss(1,3)の

prイーbit法による設立-反応率山根一次変換の仮設にき

はめてたかt適 合度をもって一致する｡､

(2) (T-YL･)を曲独および (Q-YK)r 曲線も､ら

もとめた時間 一処理業塩中央致落下仰転虫数率回慣娘

はそれぞれ (Q-]2･50)0･107i=1,2･335および (Q-
12.69)O.… E--･12.356でその数位はほぼあいひとし■
い｡

(3) 帖r札 致落下仰原虫数率および処理薬鼓三者

のあいだの閑搾式は,Illlss.｡の方法によって (p-

Yh･)q仙税ならびに (Q-Y〟･)r曲税より,それぞれ

yh≠;-O.28674+4.84573i十0.516994'およびyh-

-0.4L2393+4.96042E+0.52q19g′なる式がえられた｡

なおここで'q′は,所謂処理薬缶の問班′Qo を考脱

に入れた Q′占Q-Qo三三Q-12.60ゐ対数であるOこ

れからもとめた時間一匁哩炎EIIIJ火恐落下仰虎虫数率

回mh辻は,それぞれ (Q-12.['9)0.】088-1岳.332およ_

ぴ (Q-12.･50)0･106t-i;12;413で前の二式とははあい

ひとしい｡ ′

･以上のごとく匁璽する粉剤のめ壁を薬量にかえても,

のころ時tLuおよび及落下何点虫数率との問には一定の

生物学助法則が成立 しする｡このことから聾者カ.睨 甜

した切粉降下真澄が.DDT_をはじめとするこの琵粉

剤のfi効茸の晩定に適当であると結論 Lでさしつかえ

ないものとかんがえられる｡
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Inthe､p,reviouspapers(121-】1),from thestatis-
tico-physiological pointofvielV,thelVritcr

d■scussed the.relation behveep time,knock

doiyiipercel-tageand-co.hceムtration oL♪,L･'･

DDT,rIiHC anda-dl-1ranS-illethrinusihg

adultsofthe90mふonhous'eny(Muscatdomesllcd

L･)andthesettling dustappよratds･inthと

.presentpaper,thewriterdiscussedtherelationt

betweentimeT,knockdownperccntagcŶ･

and treating quantiti,:of 10% L･,P'-DDT

tpowderQ insteadノofcoIICentrationo'fP,P'-

DDT po､idef･ Bo-th the､ti.me二kd6ck▲dowぶ

てegreSSion･isc,quantums and･the quantity

of treatingpowd占r-knock down regression

･isochrons･lVhich were computed theore-､

ticallyfromtheformerrelationproもらdvてry
welltheassllmPtiol10fthelineartrar)sfornlq-

tionof-dosage-responsecurve developetthy
Bliss(】,3).ThetlVOmedianknock down time-

quantity of~treating'polVder,.onecomputed

fronthe(T-Ŷ･)QCurvesandtheoihlerjrorp･
(Q-YK)r curves,Icoincidedw叫 each''oth'er

approximよtely. Theequation.ofthesetwo

LT
ーt･㌧
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regressionl･､lineswere (Q-12..50)0･107L-12.335

anld(Q112.50)0･101I-12･356reSPCCtivcly. The

relationsamonglog timet.log qllantityof

treating powder introduced the threshold

quantity(Qo)q',hereq′-logQ′-(Q-Qo)--log

(Q･12.60),.wererCPreSCntedつbyth.eequation ･

ykゴー0.286744.81573E･'0･5169Dq'and yタ-0･425

9朗.96942tO･52619g',the form.erWascomput-

edfrom (T-Yx)qcur.vesandthe･latterfrorp
(9-YN),CurVe5reSPeCtivelyl.The-twomedian

好 18番

knockdowntlnle-quantityoLtreatingpowder

regreS.lion●linさ5'deril･edfrom thesetlrOequa-

tions､vere(Qr12.50)0･108i-12.332and(Q-12.50j

òloOtェ12.413,thepammeterSI)eingnearlyequal

to tl10SeglVen above.rlascd ohthe above

mentionedLactS.itisabletoalso･COnCluded

thatthe s?ttlingdustapparattlSlssuitable
forcvaluatctheeLrectivene'ssofthesekinds

0finserticidalpowder.

●
Insecticidalandftltlgicidal-activitiesofsomethiophenederivatives･YuzoIyOtrYJ;

andChpJ･iroToMẐWA･(LaboratoryofAgriculturalChemiFals･Uniもersity,ofKyoto

ianやNationalI_nstituEeofAgricu一turalScience)ReceivedFeb･3･】933･Boty'トKagahu,
18,33,1933.(witThEnglishrぜsume38)

～′9･ チオフェ ン及びその誘導体の殺虫性 と殺菌性 井上雄三,富沢長次郎 (京祁大学 艮裾

'化学研究室.農林省 氏築技術研究所)28.2.3.受理

Thiopheneは 1883年V.IMey占rによって粗製

､coal-tarbenzeTle中に爽托 して存在することが発見

されて以来 W.Steinkopfなどの学者によって広汎

串研究が行はれ thiopheneの化学姓がbenzeneに

極り七よく靴 lL･ その誘郡 も ben.zene に劣ら
ぬ,多屈多様性を京 L,視IX環ゐSと,択宗敬の2だ

け少し}ことに因る特Ea･的な例外を除けば, お よそ

benzene から誘導され得る化合物の協同は,すべて

thiophene からも得られることが131られてゐる｡資

源的に見ても coal-tarbenzeneFflには常に .0.1-

06%大雄して屠り現EEでiま硫竣洗場によってbe'nzen.e
から除去され._用途ゐないま｣に,多丑完粟されてい

る状態である｡合成によっても acety1号neをplyrite

(303oC)上に近しく1)或 ま aeetylene と H2S を

9auxite(320oC)又は Ni(OH)2･解堀 (乙3)の上に

通じて好収率.'安.76に得られ る｡ それ に も拘 らず

tllibpheneーの実質的用途に就ては殆んど知られて居

らず,叔凪こ到つ や thiophe占e.誘導体の一石舶'L

antihistamicactivityを有することが発見され宿弟

として利¶されるにとi'まるのみであるO.thiophen9

誘導体の生句作川は.-J12に相当する bcnzcnc･誘導策

のそれと相似であることが多いとされているが,~同時

に叉,その投親風こ含まれる S.の特性に趨司する特

殊11も発現するふ著者等.まthiopheneの用途として,

その halogen 誘導体が殺虫性を有する与同時に‥

その含む S によって殺菌性をIG発現する可丹拙 を予

想し 簡単な thiophen 誘導体数唖を合成L予l'TJ'汀的

にそれらの殺虫性並に殺菌性を放 して若干の知見を得
たのでこ にゝ報告する｡

実 験

合 成

Thf'oL,Tze〝ぞ 和･nのcoal-tarb占dzenqから thio-
pheneの分放くl).

a,石沢 ガ ,.工場に放て紐 h'enzene の琉靖托俵塔

からLLlた助成色相飼な閃洗場を新鮮なうちに熱水を加

-て符訳 し.屯ちに Phヾ arlJOnate の溶液で中和し

て放記すると pb･thiophenesulfonateが沈澱する｡

琉頓沈聴視 1360gガ､ら枇鉛塩 1533g を得た｡乾燥

錯塩を1/4皿の.NII4Clと氾じ珪志 して徐々に舵潤

すれば粗 thiopheneが洞山する｡桁沼を反覆 L bp

83-S50の溜倉を郊める｡ 柑凪ま錯塩に対し 0.1-

0.3% であった｡

b･ 粗 .b三nZePe5Ⅰくgに HgO200g 氷輯 200cc

水 1-･51を加へ盟搾しっ.i1-1･_5hrs･加熱還流する

と thiophenre一mercuric-oxyacetafe及びdiacetate

の白色沈戦を生ずる(61｡原料 benzenc によって典る

が 5Kgの benzeneから 150-350gの沈澱が柑ら

れる｡之を3倍皿の IICl(1:2)を加へて茄潤する

と粗製 thiophcneを1FJる.柿沼を反覆 して bp83-

850の溜分を果ちる｡柑 henzヲne60･3Kg から純
.thiophene_120gを得た,coal-tarbenzeneから分ヽ
灘する場合には常に aZkytithioPhene研例へは a及

び β-meEhyl, d･'meEhyL-,diethyZ-Ehz'ophene等に相

当する河分が少皿得られる｡

sy〝LheL''cE7㍍obhet･e(i),完全iF乾燥 した_Na-suc-

cinate(3mol･)･と新 しく令成 した.P2S3(4mol･)
を bal1-millやよく粉辞況和 したものを,敬托 7テ

スコに入れ CO2気流中に初めは徐 に々,按嫡 して乾
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